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部活動強制加入の撤廃に 96%が賛成 

部活動強制加入に関する学生向けアンケート結果 

１．はじめに 

日本若者協議会は、若者の声を政府や社会に届ける「窓口」として、若者政策の立

案、各政党との政策協議、政策提言を行っている若者団体です。 

 

学習指導要領で部活動は「生徒の自主的、自発的な参加により行われる」とされて

いるにもかかわらず、少なくない学校で生徒に参加を「強制」しているという実態が明

らかになっています。 

 

学校側は「任意加入」だと説明していても、事実上強制が続いており、生徒側に聞く

と異なる認識であることも珍しくありません。 

 

そこで、日本若者協議会では、部活動の強制加入に関して、学生（中学生・高校生、

近年卒業の大学生）向けにアンケートを実施しました。インターネット上で回答を募集

した結果、96 名にご回答頂きました。 

今回の回答者に限定しても、部活動強制になっている/なっていた中学校の地域は

24 都府県と、いまだに多くの地域で部活動強制加入が続いていることが明らかにな

りました。 

 

２．アンケートの概要 

このアンケート調査は、日本若者協議会の HP や SNS 上で回答を募集した Web

アンケートです。調査対象は、学生（中学生・高校生、近年卒業の大学生）で、実

施期間は 3 月 13 日（日）〜27 日（日）です。 

 

・調査方法 Web 調査（日本若者協議会のホームページや SNS 上で回答を募

集） 

・調査対象 学生（中学生・高校生、近年卒業の大学生） 

・調査期間 3 月 13 日（日）〜27 日（日） 



・回収数 96 回答（対象外の回答は除外） 

 

３．アンケート結果のサマリー 

・所属している/していた学校の部活動が強制加入になっていた割合は 54% 

・学校の部活動が強制加入になっていた時期は中学校が多い 

・部活動強制になっている/なっていた中学校の地域は 24 都府県 

・部活動強制加入の撤廃に 96%が賛成 

 

４．アンケート結果の詳細 

Q．回答者属性 

 
 

Q．所属している/していた学校の部活動は強制加入になっていました

か？ 
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Q．強制加入となっていたのはいつですか？ 

 

 

Q．強制加入になっていた学校の都道府県 
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強制加⼊になっていた中学校の都道府県（⼈）



 
 

Q．強制加入で困ったことはありますか？ 

・兄弟が多く家計が苦しかったため、アルバイトをしたかったがさせてもらえなかった

（学校はアルバイト許可制） 

・部活の数が少なくてやりたい部活がなかったため、所属した部活に対し魅力を感じ

られなかった。 

・内心に響くと脅されやめれない 

・辞めるという選択肢がないので逃げ道がなく苦労した。辛い時期も辞めずに取り組

めば成長が得られるという意見には反対しないが、それは辞める道がある中で自主

的に頑張ってこそでありそもそも辞められないという状況では話が違うと思う上そうし

た状況下で頑張っても得られるものは何もないと思う。 

・いついつまでに入らなければならないという制度によって、部活動のミスマッチが起

こり、不登校になった 

・運動部と吹奏楽部しかなく、部活を良心的兵役拒否したら、帰宅部と呼ばれイジメら

れた。 
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・高校のときに 1 年生だけ強制で、入りたい部活が特になかったのに入らざるを得な

くて、勉強する時間があまり取れなかったこと。 

・部活動に絶対時間を割かねばならず、特に祝日を練習等に返上しないといけないこ

と。 

・辞めたら内申に響くらしいと聞いて心配だった。 

・他の習い事を辞めないといけない 

・入部したくなくても、入部するように誘導され、ゆとりを持って学習できなかったり、う

まく学校生活を送ることができない。 

・授業の一環と一方的に言われた。いじめにあっていたので、学校にいる時間が恐怖

だった。 

・美術部だったのですが、一番緩かったがために幽霊目的の部員が押し寄せ、真面

目にやりたい身としては困りました。 

・入らないと受験の時に困るという脅しによって強制加入させられ、部活動にはお金

がかかるためとても困った。 

・辞めたくても辞められない雰囲気であったこと、辞めないのが当たり前だった風潮 

・やる気がなかったため人間関係に困難が生じた 

・やりたくない種類の部活をやらされた、というかやりたい部活は全くなかった。 

嫌な部活をやらされるのは時間の無駄、勉強時間が取れない、お金も無駄。 

病院に行けなかった、だからテスト期間中に病院に行った。 

実際に、テスト期間中には学生が多かった。 

香川県では平日は 6 時くらいには病院は閉まります。部活をやっていたら病院には

いけません。 

・友人が体調面の関係で部活を辞めた際、自由に部活を選ばせてもらえず、勝手に

違う部活に入れられていたことに関しては疑問を感じた。 



・入部しないと言ったら、生徒指導室に連れて行かれ、部活に入れと高圧的な態度を

取られ、パワハラを受けた。入学早々不登校になり、心療内科に通い、出身中学校に

相談に行き、５月中旬に中退した。恩師の助言もあり、他の公立高校を再受験をし、

春から高校一年生として再出発します。 

・小学校で親に入れられ、中学では、やる気がなかったが、入学して三日後ほどに顧

問を通じて、入るんだから次登校する際は坊主で、という宣告を受け、強制加入、

中々身は入らなかった、その後高校でもほとんど同じ状況だった。 

・勉強時間が取れなかった。 

授業が終わるとすぐ部活なので授業でわからなかったところを質問に行く時間もな

い。 

やりたくない部活にお金をかけたのは本当に不満だった。 

・バイトができない。工業高校なので運動部の方が就職に有利と言われて半強制的 

 

Q．部活動の強制加入はなくすべきだと思いますか？ 
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部活動の強制加⼊はなくすべきだと思いますか？

とても賛成 どちらかと⾔えば賛成 どちらともいえない

どちらかと⾔えば反対 とても反対



Q．回答理由を教えてください 

（とても賛成） 

・先生方の働き方を見て、生徒として苦しかったから 

・やりたい生徒とやりたくない生徒が同じ熱量で部活に打ち込めるとは思わないし、生

徒間のトラブルの原因になるから。また、部活の時間が先生の勤務時間を圧迫する

のはおかしいと思うため。 

・当時は何も思わなかったが、今となってみれば仮入部から入部まで全員強制参加

であったのはおかしいと思う。それは、家庭の経済的負担や本人の意思を考慮して

いないからである。 

・学習と部活動とを並べた時に、大切なのは学習だと思うから、強制にして学習時間

を奪うのは良くないと思ったから。 

・強制でない学校で育ったが、部活動に参加しないことが非行につながるなどと感じ

たことは全くなく意味のないものだと思う。 

実際幽霊部員だとしても形式だけ入部、とうのもなんの意味があるのかはわからな

い。成績、内申のためであればそのような評価はやめるべきだと思う。 

・放課後や休日まで生徒を拘束するのはおかしいから。 

・どこにも入っていない人は何故かダメなように見られてしまうから 

・物理的な強制ではなく成績に部活動の加入で加点することをやめて欲しい 

・教育課程外の活動を強制する根拠が見当たらない。 

また、強制入部したことでやる気が起きないまま活動をすれば特に運動部の場合は

事故に繋がりやすか危険である。 

文化部であっても生徒間のやる気の差が広いと成果が出にくくなってしまうリスクが

高いことから廃止すべきである。 



また、生活スタイルが多様化する現代では教育課程外の時間は部活以外の過ごし方

を広く認めるべきだと考える。 

・学校には行きたくても部活には行きたくない、でも部活だけ行かないとサボりと扱わ

れるから学校そのものを休んでいた時期があり卒業後もサボり癖を治すことに苦労し

た。 

・同じ思いをする人が少なくなってほしい 

部活の継続によって、高校入試時の加点になるのであればなおさらであると感じる 

・もうこれ以上、死にたいと思う生徒が出て来ないように、絶対強制はやめて欲しい。 

・部活で得られる経験が、、とか言われているが、部活以外の活動でも得られる経験

が大きいものがあるのでそちらにも時間を割きたい。部活に入ると休めない。顧問の

独断で OFFの日は作れるけど、部活のある日に休もうとすると嫌味を言われる。 

・課外活動選択の自由がほしい。部活でなく、自分の時間や自分のやりたい習い事を

優先したい。同調圧力以外の何も学ぶことがなかった。 

・NPOや社会運動等の校外活動の支障をきたすから 

・部活動以外で得られるものも多い。部活動に所属しなくても、勉強系のオリンピッ

ク、大会での受賞など充実している人もいる。興味のない部活に貴重な時間を割く必

要はない。 

運動系にしろ文化系にしろ、その道のプロになるのはほんの一握り。興味があればい

いが、興味のないものに時間を割くより、受験勉強や将来役立ちそうなことに時間を

費やしたいという現実的な生徒は多い。 

・学校が書類を書くためのものでしかない 

生徒集めの学校の広告塔でしかない 

・いいこともたくさんあるけど、向き不向きがある。軍隊みたいに同じようにしないとい

けない理由が分からない。 



・部活って別に絶対やらなきゃいけないものでもありませんし。ウチの中学とかは部数

も少なくて、特にやりたくないことを強制される形になった人もままいました。そのやり

たくないことに充てる時間は好きな趣味に使ったほうがよほど有意義ですよね 

・今どきパソコンで様々な活動を自主的に行っている人もいるのに、学校に拘束して、

その人の興味関心を阻害するのは意味がない。 

・自分の周りに、強制加入の制度があるがために入る部活に迷う人がいました。自分

の学校に限らずスポーツが苦手な人や事情がある人もいると思います。そういった人

のためにも強制加入は無くすべきだと思います。 

・生徒職員共に負担が大きい一方で、利点があまり見当たらないから。 

・部活動は自主的に行う事で、意味が生まれるのであって。強制される事で得られる

ものは、大人への対抗心とストレスだから。 

・部活動を強制されることで自由な学びが制限されていることが問題だと考えます。

バイトで実際の労働をやってみるもよし、もっと自主的に勉強したい分野を極めるもよ

しで学生に大学生のような自分で自分の人生を設計する楽しさ大変さをもっと早くに

味わって頂きたいと考えるからです。もっと子供に早く失敗を経験させて下さい。子供

を信じて手放しましょう。 

 

（どちらかと言えば賛成） 

・無理に強制する必要はないと考える。 

ただし、部活による経験が今の自分を形成するところがあるため、部活に良い面があ

ることは認める。 

しかし、これは任意加入でも実現されるのではないかとも思う。 

・自分だけの自由な時間にどう過ごすかが大事なことだと思うので、その時間を事実

上強制で奪われるにはその人にとって良くないと思う。 



・部活動強制が一長一短であること 

長所としては、自分たちが部活を通して体験する機会を学校の一環として行うことで

学生の質向上につながる。部活動に参加して初めて学べたり気づいたりできる大切

な事もあること。 

短所としては教員の負担増加につながっていることやブラック部活の問題があるこ

と。また、問題のある部活動推薦もある。最近では静岡県の公立校でサッカー部を目

指す生徒の越境入学など問題があったと思う。更には、部活動以外で外部の活動に

参加している生徒や学習に集中したい生徒が断れないのも問題であると思う。 

・中学校は強制加入を無くすべきだと思う。家庭環境や進路も多種多様であるため画

一的な指導は適していない。 

高校は部活動を学校の特色として売り出している学校もあり、それを目当てに進学す

る生徒もいる。少し慎重に検討すべきだと思う。 

・学校教育の延長線上に部活動は位置するものなので、プラスアルファの要素として

部活動に所属するかを本人に選択させるべきだと思うから。また、部活動自体は、本

人の努力次第で様々な考え方や能力が身につく場なので、その場に所属できるとい

う権利を持つだけにすべき。義務化してしまうと、受け身な活動になってしまうと思う

から。 

・部活に入って得られるものの大きさはとても理解できるし、自分としても中高生に是

非その経験をして欲しいが、強制参加をストレスに感じる子もいるだろうから。 

 

（どちらともいえない） 

・強制でなくても良いが、目上の人への接し方も学べる 

 

（どちらかと言えば反対） 



・部活に加入すると、非行が減ったと聞いたことがあるし、実際にそうだったらしいの

で。 

 

（とても反対） 

・世の中には「部活入っても入らなくてもどっちでもいい」という腰の重いタイプの人が

割りといてこれがサイレントマジョリティだと思っているのだが、この層は結果的には

部活に入っていた方がいいと思うから 

中高で部活に入ってない人は結局ゲーム廃人になっている人ばかりだったから 

 

Q．政府や地方自治体（教育委員会）、学校に求めたいことがあればご

自由にお書きください 

・教育にもっとお金をかけて欲しい 

・部活動をするかは自由にしてほしい。部活の顧問を先生にお願いするのではなく、

完全に外部に委託してほしい。 

・「教員の働き方改革」を謳うのであれば、外部に要請して、雇用すればいいのではな

いだろうか。そこに経費をかけず、教育現場の負担を減らさないという状況であれば、

それは改革になっていないのではないか。 

・部活動の強制加入はもちろん、部活動へ参加しないという選択肢があることを積極

的に生徒に周知すること。部活動への参加は強制でなくとも、入学後の部活体験へ

の参加は強制なこともあるので、体験入部についても任意とすること。部活動加入率

を上げる(下げない)ためか、退部しようとする生徒を必死で止めようとする教員が非

常に多く感じる(中高共に)ので、入部の自由だけでなく退部の自由についても保障し

てほしい。辞めようと思えば、顧問や担任と面談が行われあたかも退部が悪いことか



のように扱われがちだが、退部することは一切悪いことでもないしその自由が生徒に

は保障されると思う。 

・表彰などで部活のみ評価されるような流れは、部活の立場を優位にさせている行為

であり、生徒の活動全てを平等に評価すべき。 

・部活動の 3 年間加入での加点項目は強制を生んでいる 

・何かを改善するために現状を変えることを躊躇しないでほしいと思う。 

民間の会社とは違い上の意向に従うことや実績作りにより日本の未来を担う大切な

子供たちの意思を踏み躙ってしまうことを強く自覚してほしいと思う。 

・部活動に限った話ではないがもう少し生徒の意向を尊重してほしい。何らかの事象

に対し生徒が参加しないという決断をしたらそれ以上追いかけないでほしい。 

「そんなもので良いのか」 

「やめていいの？」 

とか言って無理矢理やらせようとすることは本当にやめてほしい。立場上教員が立場

が上なのだからやろうと言い続ければ生徒が折れるのは明白。 

自分も中学時代に教員の誘いを断りきれずやりたくないことをやらされて大失敗した

ことは未だにトラウマになって定期的にフラッシュバックし、薬を服用している。 

・校則の多くが人権侵害である為、よくないものは無くして欲しい 

・教師は授業などのストレスの発散を部活での暴力や暴言で発散している。非常に危

険な状況が長年続いているのに、見ぬふり、知らぬふり。もう部活全廃くらい考えて

欲しい。 

・子供の学びの場は決して学校内で完結するものではなく、校外で体験したことや読

書など幅広い学びを通して豊かな人間性が育まれる。部活動の強制加入はその事

実に反しており、学びの可能性を奪う行為と同義である。社会に有用な人間を育む意



志があるならば、制度を見直し、真に子供と社会のために有用な政策が講じられるこ

とを望む。 

・学校に求めること:部活動の内容の精査をしてほしい。また、部活動の入部が強制な

らば、強制するべきと考える意義を、生徒のみならず、保護者にも説明出来るように

しておいてほしい。 

・私自身の経験ではあるが、強制加入を促して部活動を行う割には顧問が部活に姿

を現すことが少なく、顧問による十分な指導を受けることなく部活動をしていた。この

状況では学生が入部前に望んでいた理想の部活動は行うことは出来なかった。 

この経験から、学校には地域移行を念頭に置いてほしい。また、部活動に顧問が現

れなかった理由が教師としての業務に追われていたためであれば、尚更部活動を地

域に移行して、教師の負担を減らしつつ、学生が望む理想の部活動を行えるようにし

てほしい。 

・先生達の勤務時間が法律に違反しているのは良くない 

・部活の活動時間を必ず守らせてほしい。 

・管理しやすいという理由で、皆に同じものを強制させるのはやめてほしい。一部の

部活動に熱心な保護者からのクレームが来るのを恐れて何も動いてくれないのはお

かしい。 

・部活動の活動日数や時間制限を徹底してもらいたい。全然守られていません。 

・教員の給与増額、部活動専任講師の活用、公立小中学校の給食費、制服費、その

他雑費の無償化、教育国債の発行 

・もっと柔軟に考えたらどうですか？生徒にやりたいことをやらせる大人でいてくださ

い。母校はとにかく自由だったので、みんな楽しかった、母校が好きと言っています。 



・内申書に部活動を反映させていることが、強制加入の一因になっているのではない

か。放課後の過ごし方は多様であってよいし、強制でなくても参加したくなるような多

様な部活動があるとよい。 

・部活動への参加は任意とし、生徒だけでなく、顧問の先生も超過勤務がないように

運営してほしい。 

・生徒の主体性や権利を尊重してほしい。大人の理不尽な理由で生徒を縛らないで

ほしい。 

・学外活動の団体を支援し活動者を推薦・奨励すべきだ。学外活動での公欠を取得

を可能にするべきだ。 

・部活の強制をやめる。 

部活は任意にして、お金は部活をする人だけから支払うようにしてほしい。 

部活はどうでもいいので授業の質をよくしてほしい。 

国のガイドラインを守るように都道府県に指導してほしいし、国のガイドラインを守っ

てほしい。 

部活を優先し、授業の質は最悪な教師も多かった。 

授業の質が悪いため塾に行く人が多かった。 

入試では学力のみ、部活を入試に用いてはいけない。 

・私立高校の校則は正直憲法に反しているように思える部分がある 

・高校の校則を全て撤廃し、大学と同等にする。いじめや体罰で暴行事件、性犯罪、

窃盗が起きた際には警察に通報する。犯罪被害が起きている場合は徹底的に司法

の判断を仰ぐ。子どもたちも法律を守り、将来的にも効果が高い。 

・田舎こそ古くさい考え今まで通りが当たり前。もっと目線を子供と同じにしてほしい。 

・部活の強制をやめてください。 

やりたくない人のことも考えてほしい。 



部活の顧問をするのは自由ですが、授業の質は落とさないでほしい。 

大会はいらないと思う。大会の送迎やユニフォームなどの負担が大きかったから。 

・中体連や高体連の闇についても調べてほしい。例、滋賀県中学校体育連盟の規約

の第７章会計には「第 23条、本会の経費は、加盟校一校につき２０，０００円ならびに

５月１日現在在籍生徒一人につき１５０円の負担金、補助金、協賛金およびその他の

収入をもってあてる。」とあるが、なぜ学校の規模にかかわらず 2万円なのか？なぜ

在籍生徒一人につき１５０円の負担金なのか？これは部活に加入していない生徒も

負担しなければならないのだろう。明らかに不公平な規約である。 

中体連や高体連の規約は部活に加入している生徒のみが負担するようにして、加入

していない人に負担がないようにするべき。 

・部活動を強制しないこと、高校生にバイトをすることを許可することを求めます。 

・学生にとって学校が全てみたいな環境を押し付けるのをやめてほしい。 

・ガイドラインはあるものの、文科省の周知不足があり、現に全くガイドラインを守って

ない特に地方には届きにくいどうしても、部活動絶対主義があるから、罰則もつけて

周知徹底をするべき。 

 

Q．部活動に関して、その他ご意見があれば教えてください（現状の不満

や地域移行、今後の期待などについて） 

・部活動があることによって、家庭環境（主に収入面）に関わらずにさまざまなスポー

ツや芸術に挑戦できることは素晴らしいと思う。しかし、今のような毎日何時間もした

り、体罰や暴言を伴うような激しい指導をすることが本当に子どもたちのためになる

のか今一度考えて欲しい。教師も生徒もどちらも幸せになる答えが必ずあるはず。 

・部活動を先生の勤務時間内（勤務時間 1 時間前が理想）までに絶対に終わらせる

ようにしてほしい。 



・教員の部活動顧問による長時間労働問題を解決してほしい。また、今年度教育実

習で中学校でお世話になる予定であるが、実習中における部活動への参加も半ば強

制だったので困惑した。 

・教員の負担も軽くできるようにして欲しいです。 

・大会のためか、ガイドラインを守らずに活動している部活動がかなりあるように感じ

るので、ガイドラインの遵守はもちろん例えば大会参加の条件にガイドライン遵守を

挙げるなど、生徒にとっても教員にとっても健全な部活動となるよう教委が指導すべ

き。部活動の入退部の自由を完全に保障するよう教委が周知すべき。今は大会のた

めに全力で行っている部活動が多いが、それが健康増進のためならばもっと穏やか

で落ち着いたものであるべき。また、とにかく、教員の高圧的な指導を止めてほしい。

それだけで部活動は少しは良いものになると思う。 

・スポーツの楽しさを知るためや、生涯の健康のためであれば、体育の授業で十分に

時間をとって行うべきだと思う。 

・部活動の部費が「使わなければならない」ものとされている 

・地域移行の動きが全く見えない 

・教員である父は部活動に裂かれる時間が多く、BDKの上司の顔を伺いながら勤務

している現状が伺える。大会がある期間は月の間に本当に限られた日数しか休めて

いない。 

この状態で教員が正常な教育活動を行えているか甚だ疑問であるため放課後の多

様な過ごし方の拡大に議論をシフトしていくべきであると考える。 

行政かどうかは問わないが主体性をもっと重視したものであることを望む。 

・アメリカのように部活動に入る辞めるへの自由を増やしてほしい。それだけでなく転

部の自由も増やしてほしい。 

・先生たちが大変そう 



部活がもたらす教育的恩恵は小さくないとは思うが、先生たちが全員顧問をやる必要

はないと感じる 

・軽運動部とか筋トレ部とか自分で目標を作って運動するようなクラブがあれば、ずい

ぶん違うかも。勝ち負けではなく、自分との戦いというスタイルがあっていいし、あるべ

き。 

・教育の負担軽減と部活動の質向上で、地域委託や外部の指導者に一任するという

のは安易すぎる解決法だと思う。それなら学校外でで参加する活動とあまり変わらな

い。外部の指導者を交えるのは良い事だが、学校が部活動というものを実施し続け

てきた背景をもっと見るべきだ。 

・部活動を指導する人材が枯渇しており、従来のやり方では教職員の負担は言うまで

もなく、人材のミスマッチもしばしば生じている（例・専門外の種目の指導が求められ

る教員）。そもそも学習指導要領に規定の無い部活動になぜそこまで熱心なのか。学

校と学生の本分は学業であるはずである。本来の学びの場は何か、その上で部活動

はどうあるべきかという議論は必須であって、部活動は変わらなければならないと思

う。 

・大会前の長時間練習と、土日の活動はいらない 

・顧問の先生は週に一度も休みを取らなかったり、蔓延防止対策の中でも活動時間

を守っていなかったり、生徒が休みにくい体勢を作っている。遠征にかかる電車代が

高い。毎週のように練習試合を組むのはやめてほしい。 

部活は楽しかったし、もっとやりたい人がいるのも分かるけど、そうじゃない人もいる

からもっと自由な選べるような組織づくりをしてほしい。 

・本来は部活動を楽しむのが目的なのに、試合にでることを前提に活動しているのが

しんどい。 



・帰宅時間が遅くなる上、遠征や合宿も負担です。大人になった今、あの部活から学

んだことは同調圧力をかけて他人の時間を支配したこと。 

参加の有無を問う選択肢が必要ですね。 

・部活動が強制でなかったとしても、部活動に参加する生徒が多数派だと、無所属や

課外活動に取り組む生徒の肩身が狭いと思います。もっと学校内に限定せず、同じ

活動内容という括りで、複数の学校で活動したり、上にあるように地域移行も積極的

に取り入れることも検討してほしいです。 

・部活動の顧問は外部に委託するなどして、先生が土日や放課後に超過勤務しない

よう守るべき。また、休日の練習などは、参加したくない生徒が参加したくないといい

やすい環境を作るべき。 

・今でも香川県の中学校は部活の強制が多いです。 

部活の種類が少ないのに強制されるのは最悪。部活の種類を増やすべき。学校によ

って部活の種類が少ないのは不公平です。 

地域に移行したら部活の種類は増えると思う。 

部活の費用も問題。ユニフォームなど。ユニフォームなどは教員と業者との癒着？選

定基準などが不透明すぎると思う。お金のない人もいると思う。 

国が定めたガイドラインを香川県では無視しているので大問題。 

部活以外にも強制や催促があります。赤い羽根共同募金（わざわざ募金箱を一人ず

つ配る）の強制や資源回収の強制（香川県のほかの市町ではそんなものはないらし

い）などもありました。部活以外の強制も見直してほしい。 

・部活は、複数入れるようにした方が幅が広がると思う。スポーツ部もいろんなスポー

ツを経験することで結果として一番力を入れている競技にも良い影響があるとおもう。 

・地域の指導員募集やスポーツクラブ等との協定を結んで、用具代程度の負担で学

校の設備を用いて参加できるように、行政から補助金を出す。 



・みんなが大会とか勝利とか目指してるわけではないことを教師は理解しなければな

らない。 

部活のために授業が犠牲になってはならない。部活のために授業を短縮したりするこ

とはあってはならないと思う。 

甲子園の吹奏楽部の応援は強制ではないのでしょうか？強制されている学校もある

と聞きますがそれはおかしい。 

・部活動の時間は決まっているものの大会が近いわけでもないのに、平気で延長した

りしている。休みが週 1 しかない、言ってもやる気がない云々言われる。 

・もっと子供の力を信じて自ら行動させて下さい。勝利にこだわるのではなくどれだけ

自分たちで力が伸ばせるか、勝つために能動的に試行錯誤し、失敗する経験を積ま

せて下さい。 

 

 

以上 


